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ネットワークを活用した病床の確保・入院調整

　　　

知 事

県対策本部

感染症管理センター

センター長 （感染症対策の実務責任者）

感染症対策課

専門家会議の開催

対策・方針の実行に当たっての
県医師会・県病院協会・県看護協会

など、関係機関との連携

ふじのくに感染症専門医協働チーム
（FICT)の設置

有事

全庁応援要員動員

東部保健所細菌検査課（兼務）
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感染症指定医療機関
・連携拠点病院

一般病院・
社会福祉施設など

連携・協力の強化

有 事

静岡県版CDC

○有事の際の司令塔機能
　・感染症対策の総合調整
　・医療提供体制の確保、入院調整

緊急時の対策・方針案などに対する
エビデンスに基づいた専門的助言
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保健所・市町 国立遺伝学研究所等
研究機関

DMAT調整本部・
災害時小児周産期リエゾン等



 感染症管理センターに求められる機能

 平時・有事にかかわらず、

  ○司令塔機能の確保 ○情報プラットフォームの構築 ○研修の実施
                              が喫緊の課題

○司令塔機能の確保
 ・有事に、センター長が医療提供体制について一定の権限を持つ体制の構築。
 ・県対策本部におけるセンター長の位置付けと権限の明確化。
 ・拠点病院を設置し、県内に感染症医療ネットワークを構築。 
 ・平時には、必要な人材の育成や感染症に対応できる病棟を整備。  

○情報プラットフォームの構築
 ・保健所の感染症対応をデジタル化し、業務を効率化。
 ・ICTを活用し、データ管理を一元化するシステムの構築。
 ・ICTに長けた専門家を、新興感染症等対策部会委員として招聘。

○研修の実施
 ・保健所応援職員、医療従事者や福祉施設職員向け研修の実施。 
 ・専門資格を持つ医師や看護師等への研修の実施。

感染症管理センター
の立ち上げに当たっ
ては、左記の事項を
三本の柱と位置付
け、今後、具体的な
内容を検討していく。
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新東名：長泉沼津IC

↑東名・新東名方面

↓伊豆方面←三島駅方面



今後の取組

　 ○感染症対策課
   ・総務企画担当班
   ・感染症対策班

2021年度 2023年度2022年度

○感染症対策課

　・感染症専門施設準備室長
  ・開設準備班
  ・感染症対策班

県　庁 感染症管理センター(現 総合健康センター)

東部総合庁舎

○東部保健所細菌検査課

体制の詳細は
今後検討

○東部保健所細菌検査課（兼務）
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県　庁

○感染症対策課
 ・感染症対策班

・保健所職員
・施設職員

○コロナ対応研修等

・療養型病院職員
・保健所職員
・施設職員

○コロナ対応研修等(内容・対象の拡充)

・療養型病院職員
・保健所等行政職員
・社会福祉施設職員

○コロナ対応研修等（継続）

○医師・看護師向け研修 ○医師・看護師向け研修

令和４年３月
基本構想策定

・司令塔となる県版CDCの組織のあり方
・情報プラットフォームのあり方
・医師・看護師向け研修のあり方
・リスクコミュニケーションのあり方  など
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・研究計画の企画 ・研究の実施、研究計画の見直し

先行事業


